
研
究
の
黍

日
本
六
一
建
築
研
究
の
栞

（
第
十
｝
回
）

工
學
博
士
　
天

沼

俊

第
二
十
剛
鴫
尾
　
號

　
翻
し
大
建
築
の
屋
根
が
四
注
か
入
舞
屋
か
の
時
、
大
棟

の
爾
端
に
の
せ
て
あ
っ
た
甲
種
の
形
を
し
だ
も
の
で
、
京

都
市
内
で
一
例
を
爆
げ
る
ご
、
李
安
婚
資
へ
行
っ
て
み
る

の
が
鳳
番
早
い
、
其
屋
根
に
は
線
色
の
藥
を
か
け
た
大
き

い
連
涙
な
の
が
乗
っ
て
み
る
、
帥
ち
後
世
の
纏
の
様
な
も

の
で
、
あ
れ
が
平
尾
で
あ
る
、
字
は
鏡
野
・
量
尾
等
こ
も
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
つ
か
カ

く
、
ま
た
沓
の
標
な
形
を
し
て
み
る
の
で
沓
形
ビ
も
い
ふ
。

　
　
　
　

飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
重
要
な
る
建
築
は
、
大
概
其
屋
根
は
四

注
か
入
母
屋
か
で
あ
っ
た
、
だ
か
ら
富
江
、
食
れ
等
の
屋

　
　
　
第
九
巻
　
研
究
の
栞
　
貝
本
古
建
築
研
究
の
栞

根
に
は
皆
乗
っ
て
み
た
の
で
あ
っ
た
。
材
料
は
先
づ
次
の

三
種
で
あ
ら
う
。

　
（
一
）
。
金
銅
。
東
大
寺
大
佛
殿
（
翻
貌
當
）
・
西
大
寺
彌
勒
金

　
　
　
堂
・
工
芸
品
で
は
玉
響
厨
子
。

　
（
二
）
。
琵
。
唐
招
提
寺
金
堂
・
法
輪
寺

　
（
三
）
。
石
。
百
濟
大
寺

併
し
な
が
ら
現
物
が
残
っ
て
み
る
の
は
、
法
輪
寺
の
本
石

の
破
片
（
鹸
針
）
及
び
唐
招
提
寺
金
堂
大
棟
西
側
－
i
向

て
左
手
－
i
の
も
の
（
第
六
十
七
圖
⑭
）
丈
け
で
、
玉
鐡
厨
子
の
は

つ
い
近
年
迄
一
つ
丈
け
寳
藏
に
入
れ
て
あ
っ
た
の
を
盗
よ

れ
て
種
な
し
ご
な
）
、
今
の
は
丙
方
共
模
造
品
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
　
一
・
七
　
　
（
四
山
ハ
七
）



　
　
ぬ
　
　
　
　
　
の
　

禰
灘
／

⑤
＼
，
熱
一

ロ
ま
さ
　
　
ぽ
　
の
　

　
　
第
山
詮
」
圖
・
鴫
尾
類

　
　
窺
吻
・
笹
響
彫
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あ
ご
は
給
・
刺
繍
・
記
録
等
に
あ
る
の
で
金
物
は
現
在
は
な

い
。
以
下
例
に
よ
り
時
代
順
に
説
明
を
す
る
Q

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ

　
飛
鳥
時
代
。
第
六
十
七
圖
◎
は
玉
鹸
厨
子
鴎
尾
の
立
面

圖
で
あ
る
、
右
上
の
見
上
圖
は
た
い
寸
法
を
示
す
丈
け
に

作
っ
た
の
だ
か
ら
寸
尺
に
は
合
っ
て
ゐ
譲
、
左
の
方
の
猪

の
目
は
、
立
面
圖
の
向
て
右
手
の
方
の
奉
た
い
ご
こ
ろ
に

つ
い
て
み
た
孔
で
、
恐
ら
く
我
國
最
古
の
猪
の
目
で
あ
ら

う
、
何
か
の
墾
考
に
な
る
ざ
思
っ
た
か
ら
序
で
に
出
し
て

お
い
た
の
で
、
未
だ
盗
ま
れ
な
か
っ
た
時
分
に
、
当
今
内

の
嘗
物
か
ら
造
っ
た
摺
物
か
ら
そ
っ
く
り
寓
し
た
の
で
あ

る
。
話
し
は
横
溢
へ
逸
れ
た
が
、
鴎
尾
其
物
は
形
清
秀
高

雅
、
後
世
此
れ
に
匹
敵
す
る
程
の
い
、
も
の
は
見
出
し
か

ね
る
の
で
、
ほ
ん
ご
に
返
物
は
天
下
一
品
で
あ
っ
た
の
を

盗
ま
れ
た
の
は
如
何
に
も
惜
し
い
が
、
幸
ひ
に
酷
似
し
た

模
造
品
が
あ
る
か
ら
、
量
れ
で
我
慢
を
し
て
お
く
よ
り
ほ

か
仕
方
が
な
い
。

　
同
圖
㊨
は
原
の
形
が
よ
く
鋼
ら
澱
が
、
同
じ
く
飛
鳥
時

　
　
　
第
九
谷
　
研
究
の
栞
　
H
本
古
建
策
研
究
の
栞

代
ご
み
て
差
支
は
な
い
で
あ
ら
う
、
今
の
有
機
で
も
随
分

大
き
な
重
た
い
も
の
で
あ
る
◎

　
同
圖
⑩
は
玉
璽
厨
子
密
陀
絡
の
一
で
、
切
妻
造
二
重
の

建
築
の
様
に
見
え
る
が
、
埋
れ
は
昔
し
だ
か
ら
描
き
様
が

悪
い
の
で
あ
る
。
若
し
こ
れ
を
切
妻
造
だ
こ
い
ふ
な
ら
、

下
重
も
上
重
も
一
刻
に
並
ん
だ
柱
四
本
で
出
來
て
る
る
わ

け
で
あ
る
．
い
ふ
泡
も
な
く
左
…
機
な
馬
鹿
な
こ
ご
が
あ
り

ゃ
う
筈
は
な
い
の
み
な
ら
す
、
同
壷
座
に
は
も
つ
ご
蓬
に

立
涙
な
、
屋
上
に
鴎
尾
の
あ
る
建
築
が
澤
山
に
描
い
て
あ

る
か
ら
、
行
く
の
が
面
倒
な
ら
『
法
隆
寺
大
鏡
』
を
見
れ
ば

い
、
も

　
此
所
に
は
圖
示
せ
諏
が
天
壽
國
曼
主
思
世
世
（
噸
藤
野
藻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ぐ

箋
照
）
の
大
棟
に
も
、
大
分
に
綜
が
掛
れ
か
け
荏
め
朦

朧
ε
し
て
は
み
る
が
、
鴎
尾
の
乗
っ
て
み
る
事
響
け
は
確

か
で
あ
る
．
先
づ
以
上
が
嘗
代
の
例
。

　
百
濟
大
寺
に
石
鴎
尾
が
あ
っ
淀
こ
ご
は
、
『
大
安
寺
伽
藍

縁
遇
並
流
記
資
財
帳
』
に
あ
る
左
の
文
で
鋼
る
、
曰
く

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
一
一
九
　
（
四
六
九
）



　
　
　
第
九
谷
　

研
究
の
栞
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
…
…
（
静
明
天
皇
郎
位
）
十
一
年
歳
次
章
魚
春
二
月
、
於
百
樹
果
側
、

　
子
部
肚
乎
切
排
而
．
院
寺
家
建
九
重
塔
、
入
賜
三
百
戸

　
封
、
號
日
百
濟
大
寺
、
此
時
、
就
棘
怨
而
失
火
、
嶢
償

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
九
重
塔
並
金
堂
石
鴎
尾
…
…

　
山
城
國
宇
治
郡
醍
醐
村
報
恩
院
所
以
の
有
名
な
過
去
現

在
因
果
経
の
う
ち
に
は
、
入
母
屋
造
に
鴎
．
尾
を
上
げ
た
圖

が
澤
山
あ
る
、
嘗
て
第
五
憲
第
三
號
に
の
せ
た
第
十
九
圖

◎
よ
◎
に
例
を
墨
げ
て
お
い
た
か
ら
墾
照
せ
ら
れ
度
い
。
由

城
上
品
蓮
肇
寺
の
藏
品
は
其
第
二
憲
で
あ
る
が
、
復
製
品

．
で
み
る
ビ
同
じ
様
な
飛
電
の
あ
る
建
物
が
多
く
描
い
て
あ

る
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
奈
良
時
代
前
期
　
の
も
の
は
、
實
例
は
未
だ
遺
物
が
獲

見
さ
れ
澱
ご
心
得
て
み
る
か
ら
、
曲
げ
る
事
も
出
來
澱
、

絡
に
も
恐
ら
く
あ
る
ま
い
ビ
思
ふ
、
併
し

　
へ
　
　
も

　
後
期
　
に
な
る
ご
、
現
存
し
て
み
て
他
に
掛
替
の
な
い

も
の
で
は
、
唐
招
提
寺
金
堂
大
棟
軍
側
の
も
の
で
あ
る
。

大
き
き
完
全
な
完
好
な
代
表
的
な
も
の
だ
か
ら
、
第
六
十

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
盤
　
　
一
二
〇
　
（
瞬
七
〇
）

七
圖
の
⑬
は
三
方
か
ら
み
た
實
測
岡
を
掲
げ
て
お
い
た
か

ら
熟
覧
せ
ら
れ
度
い
、
其
爲
眞
ば
『
文
楼
集
成
』
第
八
輯
に

出
て
み
る
Q

　
彫
測
で
は
、
東
大
寺
大
佛
殿
内
大
佛
移
座
の
線
刻
に
澤

山
あ
る
（
第
六
十
七
圖
⑧
）
闘
で
み
る
蓮
り
二
重
叉
は
一
重
の
中
殿

の
左
右
に
櫓
が
つ
き
、
屋
根
は
何
れ
も
四
面
で
あ
る
。
或

は
軍
層
の
融
な
き
猫
質
せ
る
四
注
或
は
入
母
屋
屋
根
の
建

物
が
、
水
李
な
る
雫
行
線
の
聞
に
多
く
ほ
b
つ
け
て
あ
る

が
、
此
れ
等
の
何
れ
も
に
鶴
尾
が
つ
け
て
あ
る
。

　
奈
良
市
上
清
水
町
所
在
、
重
藤
僧
正
の
首
を
埋
め
た
こ

い
ふ
傳
説
i
断
る
迄
も
な
く
う
そ
で
あ
る
が
－
i
の
あ

る
細
疵
四
重
の
蒲
肉
彫
刻
に
於
て
も
、
亦
挫
滅
軍
暦
又
は

前
論
鴎
尾
附
の
建
物
を
背
景
こ
し
た
佛
菩
薩
の
群
像
を
み

る
こ
ご
が
出
來
る
、
影
画
㊦
は
今
を
距
る
ナ
七
年
前
の
紀

元
笛
に
、
私
が
初
め
て
此
等
の
彫
刻
を
み
た
記
念
ご
し
て

寓
生
し
て
お
い
た
手
帳
か
ら
か
き
澱
い
た
の
で
、
今
で
こ

そ
す
っ
か
り
祀
り
爵
し
て
あ
る
か
ら
樂
に
掘
る
事
が
出
來



る
が
あ
の
時
分
は
何
れ
も
こ
ん
な
工
合
に
宇
分
位
は
地
中

に
埋
ま
っ
て
み
た
の
で
あ
っ
た
。
此
佛
殿
隅
木
の
下
端
か

ら
風
鐸
（
後
）
が
下
っ
て
み
る
ご
こ
ろ
迄
刻
み
出
し
て
あ
る

の
は
甚
だ
親
切
で
あ
る
。

　
極
く
小
さ
い
の
で
は
、
東
大
寺
藏
誕
生
繹
迦
の
灌
佛
盤

周
國
の
陰
刻
に
、
二
重
入
母
屋
造
三
遷
附
は
建
築
物
が
つ

い
て
み
る
。

　
記
録
で
い
ふ
ご
、
『
西
大
寺
資
財
流
記
帳
』
の
う
ち
、
堂

塔
房
含
第
二
、
金
堂
院
の
記
事
に
早
尾
の
上
っ
て
み
た
事

が
か
い
て
あ
る
。

　
藥
師
金
堂
一
宇
。
長
十
五
丈
五
尺
、
廣
五
丈
三
尺

　
　
蓋
上
東
西
、
金
銅
沓
形
餐
重
立
、
金
銅
鳳
形
各
咋
昌
銅

　
　
鐸
一
、
蓋
上
中
間
、
金
銅
火
炎
一
基
、
中
貫
　
金
銅
茄
形
一
、

　
　
機
転
鋼
野
花
形
一
、
命
レ
持
重
全
銅
師
子
形
馬
韓
、
踏
二
七

　
　
銅
雲
形
、
又
宇
上
、
周
廻
火
炎
三
十
六
枚
、
並
在
｝
銅
製

　
　
形
㎜
、
角
醍
、
琵
端
、
銅
曲
形
八
枚
、
梅
端
金
銅
華
形
三

　
　
十
山
ハ
枚
、
各
荊
窟
二
鈴
印
鐸
櫨
守
一
、
一
久
四
L
角
各
｝
縣
醗
鐸
、
堂
｛
扉
一
夕

　
　
　
第
九
巷
　
研
究
の
栞
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
長
押
、
在
金
銅
王
立
金
等
一
、

ご
あ
る
、
こ
れ
は
『
國
華
』
第
三
十
三
號
か
ら
孫
引
を
し
た

も
の
で
あ
る
。
『
大
日
本
佛
教
全
書
』
の
う
ち
寺
誌
叢
書
第

二
に
引
け
る
も
の
亦
此
れ
に
同
じ
、
但
し
側
端
金
銅
華
形

　
　
　
　
　
　
　
　
む

滑
六
枚
が
…
禰
六
枚
に
な
っ
て
み
る
。
此
文
中
承
平
並
長
押

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
「
扇
」
は
便
宜
「
扉
」
に
改
め
て
お
い
た
、
置
型
な
こ
ご
か

も
知
れ
漁
が
後
に
ま
π
引
合
に
出
　
す
か
ら
、
此
際
＝
寸
か

い
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

　
其
他
我
國
に
於
け
る
総
國
分
寺
で
あ
っ
た
東
大
寺
大
佛

殿
の
大
糠
に
も
、
當
初
の
に
は
立
涙
な
金
銅
の
が
上
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ウ
ふ
す
ま

み
た
G
今
の
は
、
先
年
修
理
前
迄
鳥
裳
で
あ
っ
た
の
を
、

當
初
が
さ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
い
ふ
理
由
の
下
に
、
再
び

磁
器
に
す
る
こ
ご
に
決
り
、
木
で
骨
を
紅
み
金
め
つ
き
を

し
た
銅
板
を
貼
り
つ
け
て
あ
る
か
ら
，
詰
り
如
何
様
物
で

あ
る
が
、
麗
し
の
は
こ
ん
な
薄
っ
ぺ
ら
な
の
で
は
な
く
、

眞
の
金
鋼
の
堂
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
、
此
事
は
既
に
早

く
去
る
明
治
三
十
五
年
こ
月
登
行
の
建
築
雑
誌
第
一
入
二

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
二
一
　
（
四
七
一
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
謡
本
古
建
築
研
究
の
栞

號
に
、
關
野
貞
博
士
が
正
倉
院
文
書
を
引
い
て
委
し
く
述

べ
て
居
ら
れ
る
か
ら
、
撮
れ
を
み
れ
ば
駈
る
○
短
か
け
れ

ば
便
宜
孫
引
を
し
て
い
、
が
．
可
な
り
長
い
か
ら
略
し
て

お
く
。
次
の

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
応
安
時
代
　
に
入
っ
て
も
、
其
前
期
の
軍
安
京
大
極
殿

に
は
あ
っ
だ
の
は
、
今
の
面
面
神
宮
な
る
其
模
造
を
み
て

知
る
べ
き
で
あ
る
が
、
あ
れ
は
眞
物
で
な
い
か
ら
ご
疑
ふ

な
ら
あ
れ
を
や
め
に
し
て
も
、
雫
安
墨
焼
か
ら
出
た
線
色

の
藥
を
ひ
い
た
鴎
尾
の
破
片
が
あ
る
の
で
，
こ
れ
は
嘗
物

だ
か
ら
動
き
寂
れ
馨
あ
ら
う
（
小
川
白
楊
氏
著
『
古
瓦
譜
』
第
三
十
七
厚
塗
照
）
。

併
し
こ
れ
導
け
の
破
片
で
は
、
捉
へ
所
が
な
い
か
ら
前
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
セ

か
後
期
か
剣
ら
漁
か
ら
後
期
か
も
知
れ
譲
が
、
薫
れ
は
何

れ
に
し
て
も
、
其
李
安
時
代
に
示
す
る
も
の
な
る
こ
ご
丈

け
は
確
二
型
ε
肩
口
へ
る
。

　
遺
物
か
ら
言
ふ
ご
、
今
私
の
知
っ
て
み
る
範
團
で
は
、

鴫
尾
は
こ
の
邊
で
跡
を
断
つ
た
ら
し
い
。

　
ビ
こ
ろ
が

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
二
二
　
（
四
七
ご
）

　
ぬ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

　
室
町
時
代

に
入
っ
て
か
ら
、
『
就
』
ご
塾
す
る
甚
だ
奇
怪
な
魚
め
形
で

再
び
現
は
れ
る
の
で
あ
る
、
か
う
な
っ
て
は
最
早
昔
し
の

沓
形
の
佛
等
は
全
く
な
い
、
其
扁
例
を
第
七
十
四
圖
⑧
…

薬
店
は
舌
面
に
掲
げ
る
一
1
に
示
し
て
お
く
。
此
れ
は
先

矯
、
滋
賀
縣
技
師
西
崎
辰
之
助
氏
が
、
態
々
爲
し
て
邊
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
い
さ
が
ズ

れ
π
も
の
で
、
長
野
縣
小
縣
二
瀬
里
村
大
法
寺
観
音
堂
厨

子
の
大
島
爾
端
の
鮭
の
互
生
圏
で
あ
る
、
同
氏
信
書
の
一

飾
に
『
別
紙
見
取
圖
は
現
場
の
も
の
に
描
か
せ
後
小
生
訂

正
致
し
た
る
も
の
に
付
不
完
全
な
が
ら
大
し
た
間
蓮
は
な

か
ら
ん
ご
存
候
爲
念
鉛
筆
ご
し
醜
し
封
入
致
置
候
』
ご
あ

っ
た
其
見
取
圖
を
敷
き
諭
し
に
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
場

合
で
は
、
饒
其
物
が
例
へ
大
藩
の
土
に
上
げ
て
あ
る
様
な

大
き
な
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
屋
内
に
あ
っ
元
、
め
反

っ
て
完
全
に
保
存
さ
れ
、
爲
め
に
大
に
参
考
に
な
る
の
で

あ
る
。

　
も
一
つ
愛
知
縣
の
大
恩
寺
に
當
代
の
も
の
が
あ
る
さ
う



で
、
序
で
に
此
の
圖
も
得
度
い
ご
思
ひ
、
文
部
省
宗
激
局

古
証
寺
調
査
室
の
書
入
に
照
會
し
た
ら
、
實
測
圖
は
去
年

の
震
火
災
に
焼
け
て
撃
つ
た
か
ら
亡
い
が
、
こ
の
饒
に
は

弘
治
二
年
の
銘
が
あ
っ
た
様
に
記
憶
し
て
み
る
、
他
に
熟

田
の
大
工
が
作
っ
た
こ
い
ふ
こ
ざ
も
確
か
あ
っ
だ
や
う
で

あ
る
。
爾
ほ
自
分
は
嘗
て
こ
れ
を
五
分
の
一
大
に
描
い
た

が
、
夫
れ
が
今
は
多
分
建
築
學
會
に
あ
る
こ
の
事
故
、
延

引
し
て
も
よ
け
れ
ば
、
後
日
寓
し
て
逡
ら
う
、
ご
い
ふ
返

事
が
來
た
、
幸
に
い
く
ら
邊
延
し
て
も
入
手
し
た
ら
其
時

に
追
加
圖
ε
し
て
掲
げ
や
う
ざ
思
ふ
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
桃
山
及
び
江
戸
時
代
の
は
、
手
元
に
持
合
せ
が
な
い
か

ら
略
し
て
お
く
、
な
い
か
ら
言
ふ
の
で
は
な
い
が
、
新
し

い
続
な
ら
態
々
圖
を
掲
げ
ぬ
で
も
誰
れ
で
も
知
っ
て
み
る

し
、
ま
た
實
例
も
多
い
か
ら
随
所
で
ほ
ん
も
の
を
見
得
る

の
で
あ
る
、

　
黄
桀
宗
伽
藍
の
重
要
な
る
建
物
の
大
棟
末
端
に
は
大
低

纏
が
の
っ
て
み
る
、
そ
し
て
爾
饒
の
中
藍
に
花
辮
附
の
寳

　
　
　
第
九
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
同
本
宵
難
築
研
究
の
栞

珠
が
据
ゑ
て
あ
み
。
此
等
は
何
れ
も
琵
製
で
あ
る
が
、
其

材
料
を
総
て
金
銅
こ
し
、
饒
を
沓
形
に
、
寳
珠
は
二
頭
の

獅
子
を
し
て
支
持
せ
し
め
、
下
に
茄
子
形
を
麗
い
た
も
の

に
し
、
其
他
充
分
に
は
了
解
鶏
來
澱
が
、
種
々
適
當
の
装

飾
を
な
し
、
も
一
つ
最
後
に
建
物
の
湿
式
を
全
部
奈
良
時

代
に
す
る
ご
、
「
往
昔
の
西
大
寺
金
堂
を
再
び
出
現
せ
し
め

得
る
筈
で
あ
る
。

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

『
三
才
圖
會
』
に
は
鴫
尾
ご
饒
・
ご
に
左
の
様
な
定
義
を
下

し
み
る
。

駕
罵
驚
畝
今
云
出
駕
貯

蜜
吻
影
響
今
瓦
直
言

昔
は
さ
う
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
澱
が
、
現
今
で
は
後
に
述

ぶ
る
が
如
く
「
鳥
裳
」
は
賢
島
ε
は
全
く
別
物
で
あ
る
、
回

れ
か
ら
瞬
機
に
纏
は
矢
張
饒
で
、
量
吻
ざ
は
言
は
ぬ
、
同

書
に
術
此
れ
に
就
て

　
頭
面
如
龍
馬
尾
似
幅
下
有
魚
鱗
、
蓋
此
龍
子
也
、
俗
以

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
二
三
　
（
四
七
一
二
）



　
　
　
第
九
巷
　
研
究
の
栞
　
巨
本
古
建
築
研
究
の
業

　
爲
三
者
甚
非
也
、
方
面
蝋
燭
可
也

　
廣
博
物
志
云
、
龍
生
九
子
、
共
一
名
量
吻
、
好
呑
衿
回

　
背
之
獣
、
其
一
名
嘲
風
、
好
様
爲
直
角
之
歯
骨
融
唱
導

　
蘇
鶏
演
義
云
、
跳
者
海
獣
也
、
南
武
帝
作
栢
梁
殿
、
有

　
斧
指
罵
言
、
量
下
水
之
精
、
能
辟
火
災
、
可
也
之
堂
殿

　
今
人
多
作
鵡
字
。

　
五
露
語
云
、
鶴
於
府
堂
鵡
吻
上
作
巣

　
孤
忠
及
唐
僧
寺
屋
根
皆
安
比
吻
、
尋
常
民
家
不
許
澄
之

ご
あ
る
、
此
等
を
綜
合
す
る
ご
、
二
言
は
龍
の
九
疋
の
子

の
一
つ
で
、
頭
は
龍
の
如
く
、
身
禮
ビ
尾
ご
は
魚
に
似
て

み
る
、
水
の
精
だ
か
ら
火
伏
せ
の
禁
厭
に
な
る
、
だ
か
ら

殿
堂
等
の
屋
根
に
上
げ
て
お
く
こ
い
、
、
城
の
櫓
や
寺
の

屋
根
に
は
こ
ん
な
次
第
だ
か
ら
何
れ
も
下
せ
て
お
く
、
け

れ
ざ
も
民
家
に
は
禁
制
で
あ
る
、
ご
い
ふ
事
に
な
る
。
『
工

業
字
解
』
に
は
い
ろ
い
ろ
の
本
を
引
き
、
懇
切
に
説
明
が

し
て
あ
る
、
徐
り
長
い
か
ら
引
く
の
を
や
め
て
お
一
。

　
我
國
で
は
・
こ
れ
等
の
ま
ね
を
し
た
の
で
あ
ら
う
が
、
鯖

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
二
四
　
（
四
七
餌
）

こ
い
へ
ば
名
古
屋
城
の
を
初
め
こ
し
、
城
の
天
守
の
屋
根

に
は
つ
き
も
の
、
機
に
思
へ
る
、
夫
れ
か
ら
勿
論
新
し
い

寺
の
門
叉
は
本
堂
の
屋
根
に
あ
る
が
、
多
く
は
賢
良
ビ
混

用
さ
れ
て
る
る
、
郎
ち
下
に
鬼
琵
が
あ
り
、
鬼
の
頭
上
に

纏
が
あ
る
、
次
號
に
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
近
來
の

鬼
琵
は
翼
面
貌
が
頗
る
醜
怪
で
あ
る
の
に
、
其
上
の
饒
も

負
げ
す
劣
ら
す
鯖
鮭
の
化
物
み
た
様
に
刺
々
の
鰭
で
骨
張

っ
て
み
る
か
ら
、
見
た
こ
こ
ろ
決
し
て
快
威
を
起
さ
ぬ
様

な
出
來
榮
で
あ
る
。

　
民
家
に
饒
が
上
っ
て
み
る
例
は
つ
い
氣
が
っ
か
澱
、
け

れ
ざ
も
丹
波
や
丹
後
の
あ
る
地
方
の
民
家
の
破
風
に
懸
魚

が
下
っ
て
み
る
通
b
、
ざ
こ
か
田
含
の
大
地
主
か
何
か
の

家
に
は
上
っ
て
み
る
の
が
あ
る
か
も
知
れ
澱
。

第
二
十
二
　
鬼
瓦
・
鬼
板
　
（
上
）

　
大
棟
又
は
下
棟
の
末
端
の
お
さ
ま
り
を
よ
く
し
、
蕪
て

装
飾
の
用
を
な
さ
し
む
る
た
め
、
唐
草
・
雲
絞
・
蓮
花
紋
・
獣



面
・
鬼
面
等
を
、
若
干
の
厚
さ
ε
曲
線
形
の
輪
廓
ご
を
有
せ

る
琵
當
に
つ
け
た
特
殊
の
琵
を
其
位
置
へ
お
く
、
．
｝
れ
を

鬼
琵
叉
は
鬼
板
ビ
い
ふ
。
こ
れ
か
ら
追
々
ご
述
べ
・
・
が
、

實
際
鬼
の
機
な
顔
を
つ
け
た
の
は
割
合
に
新
し
い
の
で
、

昔
は
瀧
花
紋
等
が
多
く
、
一
合
を
つ
け
て
も
鬼
こ
い
ふ
よ
り

は
寧
ろ
獣
に
近
く
、
且
つ
角
も
生
へ
て
る
な
か
っ
た
の
で

あ
る
、
併
し
蕪
で
は
便
宜
上
此
等
を
引
く
る
め
て
鬼
琵
ご

呼
ん
で
お
く
Q
夫
れ
か
ら
其
輪
廓
も
前
記
の
も
の
ご
少
し

く
異
り
、
其
面
に
も
「
水
」
ご
い
ふ
字
を
か
い
た
り
紋
章
を

つ
け
た
り
、
或
は
寳
珠
・
桃
實
等
を
厚
肉
に
つ
け
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

流
石
に
鬼
窟
ご
は
言
は
す
、
鬼
板
ε
呼
ん
で
み
る
、
だ
か

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
つ
ま
り
鬼
板
ご
い
へ
ば
全
部
に
通
す
る
次
第
で
あ
る
、

例
の
『
三
才
上
鮎
』
に
は

　
方
形
而
立
血
潮
懇
々
蕨
拳
、
面
作
鬼
頭
、
或
以
木
板
亦

　
作
之
、
故
塁
鬼
板
、
未
知
其
糠
、
蓋
此
鴫
吻
之
略
号

ご
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
少
し
く
文
句
が
あ
る
。

　
其
材
料
は
木
か
泥
で
あ
っ
て
、
金
庇
製
の
は
つ
い
見
受

　
　
　
二
九
巷
　
研
究
の
栞
　
日
本
密
建
築
研
究
の
栞

け
澱
襟
で
あ
る
、
即
ち
左
の
通
り

木
製
。
こ
れ
に
二
種
類
あ
る
、

被
覆
一
の
霞
聾
筋

　
　
銅
板
を
以
て
被
覆
せ
し
も
の

　
屍
製
。

　
　
足
元
あ
る
も
の

　
　
足
元
な
き
も
の

　
　
あ
し
も
や
も

　
（
足
元
の
説
明
は
後
に
譲
る
）

　
次
に
各
時
代
に
よ
る
形
の
獲
遷
を
記
し
て
み
る
Q

　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
飛
鳥
時
代
　
に
於
い
て
は
．
嚢
に
記
し
た
通
り
大
棟
の

末
端
に
は
鵡
尾
を
あ
げ
た
ご
し
て
も
、
降
棟
に
は
鴎
尾
で

は
工
合
が
悪
い
か
ら
、
何
か
他
の
も
の
に
し
な
け
れ
ば
納

り
が
悪
い
、
そ
こ
で
ざ
う
し
て
も
鬼
「
琵
で
な
く
て
は
な
る

ま
い
。
こ
こ
ろ
が
、
此
時
代
の
鬼
魅
が
未
だ
三
見
さ
れ
た

の
を
知
ら
組
の
こ
、
次
の
時
代
ご
思
は
る
、
も
の
に
瀧
花

絞
が
つ
い
て
み
る
の
ビ
、
こ
の
二
つ
か
ら
想
像
し
て
、
當

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
扁
二
五
　
ハ
四
七
五
）



　
　
　
第
九
巷
　
　
蘇
究
の
栞
　
　
研
本
古
建
築
研
究
の
栞

代
の
夫
れ
に
は
顔
を
つ
け
す
に
、
蓮
花
紋
を
つ
け
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
大
正
山
型
・
年
五
月
ご
一
十
－
購
の
大
阪
毎
日
新
開
剛
大
和
…
購
録
に

は
、
高
市
郡
飛
鳥
専
大
宇
器
所
在
の
久
米
寺
－
盟
魏

墨
壷
篭
鷺
嚇
i
叢
の
鬼
屍
の
寓
眞
を
、
方
凡
そ
九

分
位
の
大
さ
に
他
に
二
種
の
疏
屍
ご
一
所
に
爲
眞
版
こ
し

て
載
せ
、
『
推
古
式
琵
登
堀
』
ご
題
し
左
の
説
明
を
し
て
み

た
、
曰
く

　
…
…
此
程
來
伽
藍
跡
の
登
堀
を
試
み
た
る
に
立
身
一
個

　
及
び
軍
事
蓮
華
模
様
の
九
琵
完
全
な
る
も
の
四
個
一
部

　
歓
損
せ
る
も
の
入
曽
及
び
破
損
せ
る
も
の
多
数
を
登
記

　
し
た
り
考
墨
家
の
鑑
定
に
よ
れ
ば
何
れ
も
推
古
式
に
て

　
形
腱
の
完
全
な
る
に
お
い
て
珍
品
な
り
ご

此
文
に
よ
る
ご
考
古
家
が
推
古
天
皇
隣
代
の
も
の
こ
鑑
定

し
た
の
だ
が
、
疑
っ
て
は
す
ま
澱
が
其
考
古
家
の
名
が
割

ら
ぬ
以
上
、
そ
し
て
寓
製
版
こ
い
ふ
も
の
、
固
よ
り
粗
な

綱
目
版
で
而
も
頗
る
朦
朧
こ
し
て
み
た
か
ら
、
圖
か
ら
確

　
　
　
　
　
　
　
第
三
驚
酬
　
　
一
二
点
ハ
　
（
四
七
六
）

か
な
考
へ
を
つ
け
か
ね
る
以
上
、
遽
に
當
代
の
も
の
こ
推

定
は
し
か
ね
る
が
、
其
面
に
つ
い
て
み
る
瀧
花
祭
が
、
儲

れ
ご
一
所
に
橘
圖
に
な
っ
て
み
る
十
三
の
一
の
面
に
つ
い

て
み
る
灌
花
絞
ご
よ
く
似
て
み
る
、
そ
し
て
其
疏
琵
ご
同

訓
の
も
の
は
今
京
都
帝
國
大
學
工
學
部
建
築
學
再
興
の
所

有
島
に
あ
っ
て
座
学
を
私
は
今
で
も
此
時
代
の
も
の
ε
推

定
し
て
み
る
か
ら
．
問
題
の
鬼
据
を
罪
代
の
も
の
ご
す
る

の
に
は
九
分
迄
賛
成
で
あ
る
が
、
實
物
を
み
て
み
な
い
か

ら
、
さ
う
で
あ
る
ご
言
ひ
切
る
事
は
控
へ
ざ
る
を
得
ぬ
、

併
し
奈
良
時
代
前
期
を
降
る
も
の
で
な
い
事
丈
け
は
断
言

し
て
も
い
、
。
此
厨
か
ら
は
當
代
の
疏
琵
や
花
屍
が
澤
由

出
た
の
だ
か
ら
。
若
し
此
鬼
も
さ
う
だ
こ
早
撃
唯
一
の
標

本
こ
し
て
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
の
は
言
ふ
迄
も
な

い
，
兎
に
角
此
れ
及
第
六
十
入
圖
◎
等
か
ら
推
し
て
、
當

代
に
は
未
だ
顔
を
つ
け
す
、
癒
花
紋
が
由
を
き
か
し
て
み

た
の
で
あ
ら
う
ε
考
へ
る
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
其
面
に
印
し
た
蓮
花
紋
に
は
、
子
房
小
さ
く
細



魑

匂
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焉
．
姿
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黛
二
重
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警
藝
　
第
穴
＋
八
圖
串
良
瞳
右
書
六
種
三
・
九
・
ホ
⑳

　
第
九
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
堅
木
古
建
築
研
究
の
栞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
覧
二
七
　
（
四
七
七
）



　
　
　
第
九
巻
　
研
究
の
栞
　
日
本
宵
建
築
研
究
の
栞

長
に
し
て
軍
欝
の
も
の
こ
、
子
房
大
に
し
て
書
面
潰
澗
復

辮
の
も
の
こ
の
二
種
が
最
も
多
か
っ
た
で
あ
ら
う
、
其
他

の
異
形
の
も
の
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
ら
う
、
そ
し
て
其

様
式
は
、
其
建
物
の
軒
先
に
用
ひ
ら
れ
た
疏
屍
の
琵
當
の

瀧
花
絞
ご
一
致
し
て
み
た
ら
う
。
そ
し
て
其
輪
廓
は
大
膿

第
六
十
史
論
◎
の
如
く
、
上
端
に
穿
け
波
浪
線
を
も
つ
た

も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
は
當
代
の
鬼
琵

を
以
上
の
如
く
考
へ
て
る
る
の
で
あ
る
。

　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ
　
め

　
奈
良
時
代
前
期
に
も
蓮
花
紋
の
あ
っ
た
こ
ご
は
、
前
記

奥
山
久
米
寺
の
が
さ
う
か
も
知
れ
試
し
，
若
し
こ
れ
が
一

つ
繰
り
上
っ
て
も
，
爾
第
六
十
八
圖
◎
に
實
例
が
あ
る
、

此
場
合
に
は
子
房
の
中
央
は
蓬
實
の
代
り
に
孔
が
あ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
り
が
ね

み
る
か
ら
、
恐
ら
く
内
側
か
ら
銅
叉
は
餓
の
針
金
の
先
を
9

曲
げ
た
の
で
引
か
け
て
こ
め
た
の
で
あ
ら
う
、
或
は
長
い

釘
で
打
ち
つ
け
た
か
も
知
れ
ぬ
、
此
の
罵
は
完
全
で
な
い

か
ら
鋼
り
ゃ
す
く
す
る
詰
め
全
形
を
黙
線
で
復
原
し
た
も

の
を
か
い
て
お
い
た
。
其
子
臣
脚
は
含
ま
れ
た
る
逮
實
（
、
辮
↑
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
ご
八
　
（
四
七
入
）

並
に
其
中
央
の
卵
隆
起
の
周
圃
に
何
れ
も
輪
廓
が
あ
り
、

最
外
廓
に
鋸
歯
紋
帯
の
あ
る
こ
ご
は
常
代
の
一
特
徴
で
あ

る
、
だ
か
ら
銘
文
も
な
い
し
他
に
詩
話
こ
て
は
一
つ
も
な

い
が
以
上
の
特
徴
及
び
欝
の
様
式
等
か
ら
こ
れ
を
此
時
代

の
も
の
こ
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
常
代
に
な
る
ご
顔
を
つ
け
た
の
が
出
來
た
ら
し
い
、
其

顔
は
聾
し
の
四
天
王
や
仁
王
の
腹
帯
の
中
央
に
つ
い
て
み

る
獣
面
に
よ
く
似
た
面
相
で
あ
る
、
其
一
例
は
同
風
㊨
で

こ
れ
も
同
じ
く
眉
間
に
孔
が
あ
り
、
分
厚
な
大
海
に
重
い

も
の
で
、
棟
へ
の
と
め
方
は
多
分
◎
ご
同
一
の
方
法
で
あ

っ
た
ら
う
Q
他
の
例
は
河
内
の
道
明
寺
か
ら
出
土
し
た
も

の
で
、
こ
れ
よ
り
は
幾
分
形
も
よ
ろ
し
い
が
、
先
づ
大
し

て
甲
乙
は
な
い
出
潮
榮
で
あ
る
、
要
す
る
に
當
代
の
顔
は

除
り
立
派
で
な
い
こ
と
丈
け
は
確
か
で
あ
ら
う
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
同
後
期
　
に
な
る
ご
、
同
圖
＠
・
⑳
・
⑬
・
㊦
及
第
六
十
九

圖
⑧
の
如
く
、
風
花
絞
ど
雲
紋
ご
合
し
た
も
の
も
出
門
、

ま
た
顔
の
恰
好
も
中
に
よ
ろ
し
く
な
っ
た
。
＠
は
以
前
奈
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這
般
巻

研
究
の
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潟
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第
九
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
臼
本
職
建
築
研
究
の
栞

良
帝
室
博
物
館
に
出
陳
し
て
あ
っ
た
の
で
、
『
文
機
集
成
』

第
入
輯
へ
爲
眞
を
の
せ
た
が
、
こ
、
へ
は
復
原
圖
を
の
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

て
お
い
た
、
こ
こ
ろ
が
頂
上
に
於
け
る
雲
紋
の
納
り
が
悪

い
の
で
、
仕
方
な
し
に
三
つ
か
た
め
て
み
た
が
、
實
際
層

楼
に
し
た
か
ご
う
か
、
ざ
う
せ
「
鳥
裳
」
が
引
か
、
る
の
で

隠
れ
て
了
ふ
の
だ
か
ら
、
何
に
も
つ
け
な
か
っ
た
か
も
知

れ
澱
、
だ
か
ら
瓢
線
に
し
て
お
い
た
Q

　
⑯
も
眉
間
に
黒
垂
が
あ
る
、
そ
し
て
顔
面
全
野
に
渦
絞

の
あ
る
の
は
、
頭
髪
や
髪
を
現
は
す
ご
同
時
に
威
厳
を
示

し
て
み
る
の
で
あ
ら
う
、
丁
度
削
回
人
の
入
墨
の
様
で
あ

る
。
此
種
類
は
山
城
・
大
和
に
相
當
に
あ
る
か
ら
敢
て
珍
ら

し
く
は
な
い
が
、
完
全
な
の
は
め
っ
た
に
な
い
。
⑧
・
㊦
・

⑧
は
何
れ
も
同
意
匠
で
あ
る
、
其
内
⑧
が
最
大
最
美
で
、
其
・

立
派
さ
に
於
い
て
は
此
右
に
出
つ
る
も
の
は
あ
る
ま
い
、

こ
れ
は
三
つ
の
不
完
全
な
破
片
が
あ
っ
た
の
を
、
明
治
四

十
年
頃
唐
招
提
寺
講
堂
の
鬼
畜
を
乱
獲
す
る
際
に
、
斯
機

に
復
原
し
て
用
ひ
た
の
で
こ
、
に
は
其
の
復
原
圖
を
掲
げ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
．
　
一
三
σ
　
（
四
目
Q
＞

た
が
、
寓
眞
は
同
じ
く
『
丈
様
集
成
』
第
入
輯
に
あ
る
。

　
面
相
は
此
時
代
が
一
番
立
派
で
あ
る
Q

　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
あ

　
李
安
時
代
前
期
　
に
な
る
ビ
、
私
は
多
く
實
例
を
知
ら

ぬ
が
、
同
圖
㊨
・
⑪
等
は
其
時
代
の
も
の
で
あ
ら
う
、
大
馬

前
時
代
の
如
く
、
た
や
少
し
く
形
が
く
つ
れ
て
異
る
の
で

あ
る
、
髪
も
眉
も
頭
髪
も
其
先
が
蝸
牛
属
の
身
の
如
く
螺

旋
形
に
憲
い
て
る
る
傾
向
が
あ
る
、
併
し
年
代
鬼
琵
の
捨

て
が
こ
ん
な
か
ざ
う
か
未
だ
研
究
し
て
み
な
い
ρ

　
㊥
の
蓮
厚
膜
亦
此
時
代
の
も
の
、
開
花
蓮
も
左
し
て
立

派
な
も
の
で
は
な
く
、
周
園
の
珠
紋
は
大
に
過
ぎ
、
中
央

子
房
内
の
實
は
唯
一
個
で
此
等
過
大
で
あ
る
、
全
燈
の
輪

廓
及
び
甘
郭
輪
由
榔
に
浩
へ
る
心
†
月
星
野
｝
歯
一
絞
ご
は
、
何
口
れ
も

消
磁
出
　
來
ぬ
形
で
あ
る
が
、
今
の
ご
こ
ろ
唯
一
の
例
で
あ

る
か
ら
甚
だ
貴
重
ご
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
大
棟
（
又
ぱ
降
棟
）
へ

の
留
め
方
は
、
側
面
圖
で
見
る
麺
り
、
裏
面
中
央
の
適
當

　
　
　
　
　
　
　
つ
ま

な
部
分
を
適
宜
に
撮
み
出
し
て
孔
を
穿
ち
、
後
ろ
か
ら
金

属
の
先
を
曲
げ
た
も
の
で
引
掛
け
た
か
、
又
は
針
金
を
維



ウ
た
も
の
を
通
し
て
輪
に
し
て
、
し
っ
か
リ
ビ
括
っ
た
の

で
あ
ら
う
。
此
屍
の
爲
眞
が
必
要
な
ら
『
文
…
榛
集
成
』
等
四

十
．
一
構
発
見
ら
れ
厚
い
。

　
ヘ
　
ヘ
ヨ
も

　
同
後
期
．
ご
思
は
る
、
㊨
ば
、
持
合
は
せ
が
唯
嵐
つ
だ

か
ら
、
大
し
て
参
考
に
は
な
る
ま
い
が
、
無
い
よ
り
は
い

、
位
の
8
ご
ろ
で
我
慢
す
る
よ
り
仕
方
が
な
い
。
此
は
傑

作
ご
は
言
へ
ぬ
が
悪
左
ヶ
ど
て
決
し
て
鈍
作
で
は
勿
論
な

い
、
だ
か
ら
當
代
に
於
い
て
は
普
通
品
で
あ
ら
う
。

第
七
＋
三
々
璽
墨
黒
籍
難
次
）
は
法
勝
寺
の
も
の
こ

傳
へ
、
京
都
府
立
第
一
高
等
女
墨
校
の
所
有
で
あ
る
が
、

同
校
母
子
源
豊
宗
氏
の
厚
意
で
騒
示
し
得
だ
の
で
あ
る
、

此
れ
は
様
式
か
ら
着
る
に
、
當
代
ε
す
れ
ば
憂
く
末
期
だ
．

し
、
鎌
倉
な
ら
極
ぐ
初
期
で
あ
る
、
際
こ
い
ご
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
無
責
任
の
機
だ
が
ざ
ち
ら
で
も
い
、
の
で
あ
る
。

　
京
都
に
は
當
時
『
勝
』
の
字
の
つ
く
寺
が
六
つ
あ
っ
た
か

ら
、
乳
ぐ
る
め
て
『
六
勝
寺
』
ご
呼
ん
だ
の
は
誰
で
も
釦
づ

て
る
る
嘗
で
あ
る
が
、
甚
だ
し
い
の
は
さ
う
い
ふ
名
の
寺

　
　
　
第
．
九
巻
　
　
研
錯
の
栞
　
　
日
本
古
麺
築
磁
究
の
栞

だ
ご
思
っ
て
み
る
ら
し
い
、
そ
ん
な
の
は
百
人
に
一
人
こ

し
て
も
、
六
勝
寺
の
名
を
一
つ
一
つ
問
ふ
ε
返
事
の
出
來

ぬ
の
が
多
．
い
襟
で
あ
る
、
序
だ
か
ら
其
名
を
並
べ
て
お
く

事
に
す
る
、
即
ち
法
勝
・
奪
勝
吐
隊
勝
・
最
勝
・
成
勝
・
延
勝
の

六
寺
で
あ
る
。
其
法
勝
寺
は
　
自
暴
天
皇
の
勅
腰
寺
で
、

京
都
岡
崎
公
風
の
東
に
位
畳
し
、
規
膜
の
大
な
る
奈
良
の

東
大
寺
に
煽
ぎ
、
治
安
二
年
藤
癒
道
長
が
費
用
お
構
ひ
な

し
で
建
立
し
た
有
名
な
法
成
寺
よ
が
も
、
荘
嚴
蓬
に
華
美

で
あ
っ
た
こ
い
ふ
か
ら
大
し
た
も
の
だ
っ
た
に
違
ひ
な
い

其
落
慶
供
養
は
承
暦
元
年
で
、
其
後
も
堂
塔
盛
に
建
立
せ

ら
れ
た
が
、
途
に
康
永
元
年
三
月
二
十
日
、
大
塔
・
講
堂
・

阿
聡
陀
堂
・
鐘
櫻
・
経
管
か
野
営
・
南
犬
門
・
歩
廊
等
悉
く
嶢

け
て
了
つ
た
、
後
再
興
を
計
劃
し
た
坊
さ
ん
が
あ
っ
た
が

出
零
す
、
寺
ば
割
書
し
た
の
で
あ
る
、
だ
か
ら
山
斗
か
ら

は
康
永
以
後
の
琵
は
出
ぬ
ご
み
て
よ
か
ら
う
、
其
上
、
ざ

つ
ち
か
ご
い
ふ
ご
、
堂
塔
の
建
立
さ
れ
た
の
は
多
↑
李
安

後
期
で
あ
っ
た
、
労
農
鬼
琵
は
常
代
末
期
ご
み
て
差
支
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
三
一
　
（
四
八
一
）



　
　
　
第
九
巷
　
研
究
の
栞
　
日
本
宵
建
築
研
究
の
栞

る
ま
い
と
思
ふ
、
尤
も
こ
の
後
の
方
の
議
論
は
、
此
琵
の

出
所
が
血
豆
強
み
て
の
話
し
で
、
法
勝
寺
書
幅
土
か
何
か

撚
る
も
の
か
ご
疑
っ
て
は
駄
目
な
黒
い
ふ
迄
も
な
い
Q
四

聖
は
山
口
高
商
稜
長
横
地
石
太
郎
氏
の
元
所
望
品
で
あ
っ

た
さ
う
だ
か
ら
、
出
土
地
に
間
蓮
の
な
い
も
の
ご
し
て
数

百
宇
を
費
し
た
の
で
あ
る
。

　
黒
き
に
も
引
用
し
た
小
川
白
楊
民
藩
『
古
琵
譜
』
第
三
十

六
圖
に
、
李
安
京
鬼
板
破
片
ご
得
す
る
珍
ら
し
い
寓
眞
が

載
せ
て
あ
る
、
夫
れ
で
み
る
ご
原
形
は
大
分
に
大
き
な
も

の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
全
く
想
像
で
あ
る
が
、
中
央
に
は

何
か
；
；
満
開
の
所
謂
賓
相
落
か
も
知
れ
ぬ
ー
ー
模
様
が

あ
り
、
周
團
に
は
寳
相
器
唐
草
の
如
き
も
の
を
薄
肉
に
現

・
は
し
て
あ
る
、
其
外
側
に
は
書
捨
の
巾
さ
の
論
廓
…
を
廻
ら

し
、
術
其
侭
は
普
通
な
ら
珠
絞
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
此

場
合
は
ざ
う
な
っ
て
み
た
か
、
響
け
て
山
し
い
か
ら
全
く
鋼

ら
な
い
。
此
破
片
は
僅
に
下
の
方
一
事
部
分
だ
か
ら
、
到
底

全
形
を
推
測
し
得
ぬ
が
、
叢
れ
で
も
背
部
に
残
っ
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
ご
二
二
　
（
四
入
二
）

唐
草
で
み
る
ビ
、
洵
に
優
美
で
よ
く
．
時
代
を
現
は
し
て
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
へ

る
ご
言
禽
。
屍
の
地
は
丁
度
小
さ
い
け
す
ぢ
ぼ
う
（
輩

の
様
な
も
の
で
隙
間
な
く
疵
を
つ
け
て
あ
る
が
、
此
れ
は

多
分
獅
舌
（
後
患
）
の
あ
・
も
の
康
に
、
面
に
自
漆
喰
を
塗

っ
た
の
で
あ
ら
う
、
さ
う
す
る
ご
書
面
の
唐
草
や
輪
廓
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
す
ぢ

珠
紋
等
が
、
恰
も
獅
子
蹴
の
綾
筋
（
後
）
や
巴
絞
様
に
鯛
然

ご
浄
ぴ
出
す
か
ら
、
棟
へ
上
げ
て
も
至
極
明
瞭
に
見
え
、

定
め
て
美
事
で
あ
っ
た
ら
う
ε
思
は
れ
る
。
珍
奇
な
例
ビ

し
て
こ
、
に
紹
介
を
し
て
お
く
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
鎌
倉
時
代
　
に
薦
す
る
も
の
は
相
客
に
三
物
も
あ
る
し

現
在
屋
根
の
上
に
あ
る
の
も
可
な
b
あ
る
、
其
内
の
数
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
第
七
十
・
第
七
十
一
圖
に
出
し
た
。
（
お
）
は
河
内
の
磨
素
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

寺
（
南
河
内
郷
古
市
村
）
の
で
、
破
片
で
は
あ
る
が
譜
面
に
横
向
き
の

瀧
花
紋
が
陽
刻
し
て
あ
る
の
は
甚
だ
珍
ら
し
い
、
屍
も
極

小
さ
く
且
薪
い
か
ら
、
建
築
の
屋
根
に
あ
っ
た
も
の
と
思

は
れ
る
が
、
此
れ
あ
る
が
爲
め
、
少
な
一
こ
も
當
信
管
琵

當
に
蓮
花
を
つ
け
た
事
が
剣
る
か
ら
、
至
極
貴
重
な
標
本
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ノ
ん
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，
ゼ
　
　
伽
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．
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門
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第
三
號
　
　
一
三
三
（
四
入
三
）

　　笹

＠

ブ訥．電筋寺西塔（大邑二、＃，k月二＋tt。写）〈⑳・



　
　
　
第
九
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

ご
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
其
他
の
五
種
は
何
れ
も
顔
面
が
つ
い
て
み
る
が
、
か
う

な
る
ご
最
早
獣
面
で
は
な
い
、
去
り
こ
て
所
謂
「
・
鬼
」
で
も

な
い
、
邸
ち
宥
り
美
し
か
ら
ざ
る
顔
ε
い
ふ
よ
り
仕
方
が

あ
る
ま
い
。
此
内
第
七
＋
圖
㊨
は
定
林
寺
阯
（
雛
離
肺

欝
立
）
か
ら
出
た
も
の
で
、
後
暫
く
法
隆
寺
南
大
門
修
理
事

務
所
に
麗
い
て
あ
っ
た
。
私
の
爲
生
は
そ
こ
に
あ
っ
た
時

し
た
の
で
あ
る
。
此
琵
今
行
衛
不
明
で
あ
る
。
定
林
寺
の

出
來
た
の
は
飛
鳥
時
代
で
あ
る
が
、
磨
亡
の
時
は
分
ら
澱
、

併
し
今
は
知
ら
澱
が
先
年
こ
、
で
室
町
時
代
に
薦
す
ご
認

め
ら
る
、
花
琵
の
完
全
な
の
や
破
片
や
が
澤
山
に
落
ち
て

ゐ
π
の
を
み
た
、
そ
し
て
其
何
れ
も
が
火
に
あ
っ
た
、
め

嶢
け
て
る
た
の
で
、
私
は
此
等
は
先
づ
大
騰
に
於
い
て
室

町
時
代
の
麗
句
存
績
し
て
み
た
の
で
あ
ら
う
ご
推
察
し
た

が
、
半
襟
な
次
第
だ
か
ら
鎌
倉
時
代
で
は
、
寺
は
ま
だ
可

な
り
盛
で
あ
っ
た
ら
う
、
だ
か
ら
其
時
代
に
堂
が
建
て
ら

れ
た
か
も
知
れ
ぬ
し
、
修
理
さ
れ
た
か
も
知
れ
ぬ
、
故
に

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
コ
ご
四
　
（
四
八
四
）

機
式
上
此
時
代
の
琵
が
あ
っ
て
も
少
し
も
不
思
議
は
な
い

筈
で
あ
る
。

　
㊥
は
當
麻
寺
西
塔
の
も
の
、
こ
の
塔
は
建
保
七
年
f
」

建
保
七
年
卯
月
七
日
の
文
書
が
柱
頭
帥
ち
賓
珠
内
か
ら
出

た
、
同
年
四
月
十
二
日
承
久
ご
改
元
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ

は
建
保
ご
し
て
は
現
存
せ
る
最
後
の
文
書
か
も
知
れ
な
い

l
i
に
大
修
理
が
あ
っ
た
が
、
此
鬼
は
疑
ひ
も
な
く
此
時

に
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。
④
は
麿
招
提
寺
鼓
楼
の
コ
の

鬼
』
ご
『
こ
の
・
鬼
』
ご
で
あ
る
、
騒
で
み
る
通
り
一
は
二
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
こ
　
む
れ

比
し
て
大
分
に
小
さ
い
、
こ
れ
は
稚
子
棟
が
小
さ
く
且
つ

背
も
低
い
か
ら
、
從
て
其
末
端
に
あ
る
『
一
の
鬼
』
は
、
普

　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
く
だ
り

通
の
大
さ
を
有
す
る
隅
降
（
棟
）
の
絡
に
つ
い
て
み
る
『
二

の
鬼
』
よ
b
す
つ
ご
小
さ
い
の
は
當
然
で
あ
る
。
分
離
第

六
十
五
頁
第
六
十
圖
㊤
の
右
端
に
、
こ
の
隅
降
棟
や
稚
子

棟
の
名
楽
を
記
入
し
て
お
い
た
し
、
謙
れ
等
の
末
端
に
鬼

瓦
が
つ
い
て
み
る
ご
こ
ろ
も
現
し
て
あ
る
か
ら
一
慮
御
覧

を
願
ひ
度
炉
が
、
圖
が
大
愛
に
小
さ
く
な
っ
て
了
つ
元
の



で
見
事
い
の
は
甚
だ
逡
憾
で
あ
る
。
此
建
築
は
棟
木
の
下

端
に
一
行
に
『
仁
治
元
年
鞭
七
月
二
十
日
漱
』
の
墨
書
が
あ

る
の
で
年
代
は
明
ら
か
で
あ
る
、
從
て
此
等
の
鬼
も
勿
論

此
時
の
も
の
こ
し
て
よ
ろ
し
い
。
序
な
が
ら
此
建
物
は
二

棟
ご
言
ひ
傳
へ
、
今
で
も
其
名
で
登
録
さ
れ
て
み
る
が
、

太
鼓
な
ん
か
下
げ
る
設
備
は
ま
る
で
な
い
か
ら
、
こ
れ
は

経
藏
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
、
そ
し
て
今
こ
れ
ご
相
野
せ

る
鐘
楼
は
あ
の
蓮
り
貧
弱
で
あ
る
が
、
喰
代
に
は
恐
ら
く

此
れ
に
釣
合
ふ
襟
…
な
立
涙
な
建
物
で
あ
り
、
南
大
…
門
も
中

門
も
歩
廊
も
東
西
…
塔
婆
も
西
室
も
北
室
も
皆
揃
っ
て
み
て

定
め
て
堂
々
た
る
構
へ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
○

　
㊧
は
藥
師
寺
東
院
堂
大
棟
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
嘗
て

㊥
ご
同
じ
も
の
へ
出
し
た
寓
眞
の
方
で
な
く
、
も
一
つ
の

方
を
描
い
て
お
い
た
、
だ
か
ら
第
四
十
一
輯
の
ご
こ
れ
ご

里
方
観
る
ε
、
つ
ま
り
東
院
堂
大
棟
爾
端
の
を
座
な
が
ら

知
る
事
が
出
塗
る
。
ご
つ
ち
も
負
け
す
劣
ら
す
墾
な
も
の

だ
が
、
ま
あ
あ
の
方
が
幾
分
よ
ろ
し
い
、
こ
れ
は
頗
頂
眼

　
　
　
第
九
巷
　
　
研
寵
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
窺
の
栞

が
、
少
し
く
前
方
に
移
縛
し
て
眉
問
に
現
は
れ
た
、
め
、

純
然
た
る
三
つ
眼
ご
な
り
、
耳
ご
思
は
る
、
ご
こ
ろ
鳳
長

方
形
の
孔
が
あ
き
、
爾
頗
及
び
前
額
に
は
角
質
の
隆
超
が

澤
山
に
出
猟
て
る
て
、
全
く
の
化
物
に
な
っ
て
了
つ
た
。

　
以
上
五
種
を
通
覧
す
る
に
、
屍
は
厚
い
軍
た
い
登
部
實

質
よ
り
成
る
一
枚
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
前
時
代
ご
同
一
な

る
が
、
其
上
に
つ
い
て
み
る
顔
面
は
、
全
膣
ε
し
て
前
時

代
よ
り
少
し
く
前
方
へ
出
て
き
た
の
で
あ
る
、
帥
ち
第
六

十
九
圖
迄
の
は
、
間
々
示
し
て
あ
る
側
面
圓
で
狩
る
通
り

何
れ
も
割
合
に
雫
た
い
、
で
第
七
十
圖
の
も
、
（
お
）
な
る
蓮

花
紋
の
を
除
い
て
は
、
掌
れ
等
程
に
李
た
く
な
い
の
で
あ

る
。
そ
し
て
其
特
徴
こ
し
て
は
、
（
一
）
眼
は
異
母
で
突
出

せ
る
こ
ご
耳
当
饅
頭
の
如
く
、
（
二
）
鼻
臓
所
謂
獅
子
鼻
で

あ
ぐ
ら
胡
坐
を
か
き
、
（
三
）
ロ
の
あ
る
場
合
に
鳳
門
爾
や
犬
歯
の

並
び
方
行
儀
が
悪
く
、
（
四
）
周
邊
の
珠
紋
は
手
頃
の
竹
筒

で
型
を
押
し
て
環
形
に
凹
し
た
の
が
多
い
、
そ
し
て
λ
五
）

時
代
が
降
る
に
連
れ
顔
面
に
奇
怪
に
し
て
醜
悪
な
る
角
質

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
鵬
　
　
一
三
五
　
（
導
入
五
）
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の
隆
起
を
生
じ
、

最
早
奈
良
時
代
に

見
る
標
な
優
秀
な

も
の
等
は
藥
に
し

度
く
も
な
い
標
に

な
っ
て
了
つ
た
。

　
第
七
十
一
圖
は

豊
前
善
光
寺
本
堂

大
棟
の
鬼
圖
で
あ

る
、
當
代
の
も
の

ご
し
て
は
甚
だ
珍

ら
し
い
形
で
、
其

輪
廓
は
將
藁
の
駒

の
如
く
、
前
額
が

薄
く
な
っ
て
眼
や

鼻
を
覆
ふ
様
に
前

方
忙
飛
び
出
し
、

」



其
中
央
部
は
鳥
に
置
形
し
、
鬼
の
上
方
に
黙
坐
せ
る
鼻
は

里
家
の
胸
に
接
し
、
鳥
の
爾
翼
は
眉
に
連
り
其
一
部
を
な

し
て
み
る
、
そ
し
て
醜
い
門
内
上
下
顎
よ
り
は
門
歯
を
粗

生
し
、
犬
歯
は
其
意
味
を
全
く
失
っ
て
形
式
的
ε
な
）

（但

ｵ
全
部
敏
損
し
て
み
ろ
）
、
下
顎
の
下
方
に
は
中
央
琶
絞
、
周
園
に
三

個
口
、
の
珠
心
、
及
び
其
問
に
寺
號
な
る
善
・
光
・
寺
の
三

字
を
陽
刻
し
、
爾
頗
に
は
卜
い
隆
起
が
あ
り
、
そ
し
て
周

圃
の
珠
絞
は
爾
且
竹
筒
の
型
押
で
あ
り
．
他
に
鼻
や
顛
や

垢
面
に
小
さ
い
圓
形
が
細
い
竹
筒
の
先
で
押
し
て
あ
る
。

そ
し
て
眼
は
同
じ
く
蕎
褻
饅
頭
で
あ
る
。

　
此
れ
位
の
鍵
物
は
恐
ら
く
他
に
類
例
が
あ
る
ま
い
、
側

面
断
面
及
び
上
か
ら
見
下
ろ
し
た
圖
で
よ
く
至
る
通
う
、

顔
は
思
い
切
）
前
方
に
出
て
み
る
。

　
そ
こ
で
初
め
か
ら
か
い
た
事
を
引
く
る
め
て
み
る
ご
、

次
の
標
に
い
っ
て
差
支
あ
る
ま
い
　
勘
ち

　
鬼
琵
は
、
織
し
は
地
の
琵
は
一
枚
板
で
、
其
面
に
は
難

花
紋
・
唐
草
・
獣
面
罵
を
つ
け
た
が
、
瀧
や
唐
草
は
勿
論
の

　
　
　
第
九
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

こ
ε
、
李
安
時
代
迄
は
顔
で
も
罰
合
に
卒
た
く
、
除
り
前

方
に
三
惑
せ
す
、
角
も
生
へ
て
る
な
か
っ
た
、
そ
し
て
周

邊
の
珠
絞
も
一
々
孚
球
形
に
盛
上
っ
て
み
た
、
ε
こ
ろ
が

鎌
倉
時
代
か
ら
は
、
蓮
や
癬
草
は
少
な
く
、
多
く
は
顔
を

つ
け
、
今
迄
よ
り
は
大
分
に
前
に
拠
る
襟
に
な
り
、
撮
れ

に
は
異
形
に
し
て
異
常
に
飛
び
出
し
た
の
も
あ
り
、
且
つ

額
上
一
甥
の
角
の
前
驕
ざ
し
て
、
顔
面
に
不
規
則
に
角
質

の
隆
処
を
生
す
る
に
副
つ
た
の
で
あ
る
。
ご
。

　
尤
も
天
部
の
腹
幣
の
中
央
の
装
飾
こ
し
て
、
直
面
が
つ

い
て
み
る
事
は
前
に
も
一
．
寸
書
い
た
が
、
東
大
寺
法
華
堂

内
乾
漆
の
中
に
I
i
確
か
西
南
天
ご
記
憶
し
て
み
る
が
、

確
か
り
し
な
い
、
次
回
好
機
を
得
て
再
び
舞
槻
の
上
、
誤

っ
て
み
た
ら
其
時
訂
正
を
す
る
ー
ー
立
派
に
二
本
の
角
を

生
や
し
た
の
が
あ
る
，
だ
か
あ
二
本
の
角
は
奈
良
時
代
か

ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
天
部
腹
帯
の
飾
金
具
こ

も
い
ふ
べ
き
も
の
で
、
右
に
記
し
た
の
は
鬼
面
に
重
て
の

こ
ご
で
あ
る
。
（
大
正
十
三
年
五
月
三
十
｝
日
豊
r
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
盤
　
　
口
三
七
　
（
四
八
七
）
　
　
　
　
　
・
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第
九
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の
提
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竃
舶
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城
入
蒲
隷
庚
の
察
蹟

　
　
＊
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＊

　
　
前
號
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誤
表

段
・
行
　
　
　
誤

　
　
　
　
　
　
　

下
・
　
　
　
三
三
な
ろ

　
　
　
　
　
　
　
の

上
の
一
〇
　
　
頗
ろ
遍
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

下
●
　
一
山
ハ
　
　
建
築
家
の
頸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
・
二
　
　
入
圃
の
◎
か
ら

　
　
　
　
　
　
り

下
・
七
　
　
　
霊
な
る

丁
四
（
噸
鱗
）

　
　
　
　
　
　
　
　

下
・
一
〇
　
　
・
左
側
二
つ
目

下
・
ご
　
　
あ
ろ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

上
・
一
九
　
　
左
の
十
九
行

＊

＊

　
正
　
む
麗
摩
な
る

　
　
む

頗
ろ
酒
し

　
　
　
　
む

建
築
家
の
頭

　
　
　
　
む
　
む

入
学
の
◎
な
ろ

轟
ろ

（騨）
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
む

左
側
一
つ
目
（
塊
藏
院
）

　
　
　
む

あ
る
が
、
京

　
　
　
む

左
の
＋
言
行

第
三
醗
　
　
一
三
八
　
（
四
八
入
）

紹

介

宋
末
の
提
墨
市
舶
西
域
選
一
壽
庚
の
事
蹟

文
學
博
士
：
桑
原
隣
言
前

　
本
書
は
桑
厭
博
士
が
永
年
研
鍛
せ
ら
る
る
東
西
交
国
史
に
回
す

・
る
一
大
研
究
論
著
に
し
て
、
其
の
題
名
は
右
の
如
し
ミ
難
も
、
其

の
内
容
よ
り
謂
へ
ば
實
に
附
記
せ
る
通
の
唐
宋
時
代
に
於
け
る
ア

テ
プ
入
の
支
那
通
商
史
・
こ
謂
ふ
べ
き
も
の
な
り
、
本
書
内
容
の
骨

モ
こ
な
る
べ
き
も
の
は
嘗
て
大
正
四
年
よ
り
七
年
に
亘
り
「
宋
末

の
提
緊
市
舶
西
城
入
蒲
壽
庚
に
就
い
て
」
ミ
題
し
史
墨
雑
誌
上
に

公
に
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
之
に
更
に
燃
犀
の
史
眼
を
以
て
幾
多
の

塘
補
訂
正
を
加
へ
此
の
大
論
著
く
」
な
し
た
る
な
り
、
薯
者
が
學
に

忠
に
、
　
一
史
料
ミ
難
も
筍
く
も
8
1
か
す
、
入
念
根
本
的
に
之
を
探

り
、
一
一
史
料
ミ
し
て
の
便
値
批
判
を
加
へ
て
而
し
て
後
に
論
糠

ε
し
て
使
用
せ
ら
る
る
は
斯
墨
に
志
す
者
の
夙
に
熟
知
す
る
所
、

本
書
に
於
け
る
研
究
は
其
の
些
細
の
事
項
に
關
す
る
あ
反
覆
考
慶

を
加
へ
、
疑
は
し
き
も
の
は
疑
し
ミ
明
言
し
、
確
實
な
る
も
の
は


